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地域づくり活動 NPO事業助成（先導的・先駆的）事業 実績報告 
 

団体名 
特定非営利活動法人 

兵庫ＳＰＯ支援センター 
代表者名 代表理事 李 貫一 

事業名 
オンラインでつながる「励ましネット」 

－ 子どもとお母さんの孤立を防ぐ・蔵の子ども図書館 

 

＜事業実施実績＞ 

年 月 日 活 動 内 容 

 2020年 4月  
コロナ禍のなかで、蔵の子ども図書館をハブにオンラインでつながるしく

みづくりを構想 

5月 運営ボランティア打ち合わせ（洲本・ＹＯＲＩＳＯＩ米田家） 

6月 
サイト制作でプロジェクト参加学生と打ち合わせ（ＺＯＯＭ） 

大学生内でチーム形成。「励ましネット」サイト制作スタート 

7.8月 「励ましネット」サイト制作 

9月 
蔵の図書館 開設準備 

「励ましネット」サイト制作 

10月 

蔵の図書館 開設説明会開催（11日、14日、21日、25日、28日） 

「励ましネット」サイト制作 

運営ボランティア研修（相談者対応研修）（洲本・ＹＯＲＩＳＯＩ米田家） 

11月 3日 
蔵の図書館 オープニングセレモニー 

「励ましネット」サイト制作 

12月 
蔵の図書館 開設運営 

「励ましネット」プレイベント開催準備 

 2021年 1月

  

蔵の図書館 開設運営 

「励ましネット」プレイベント開催準備 

2月 蔵の図書館 開設運営 

2月 20日 

～3月 14日 

蔵の図書館  

「励ましネット」プレイベント「きぼうの木」プロジェクト開催・推進 

3月 

 

 

13日 

蔵の図書館 開設運営 

 

地域の人を含めた運営ボランティア研修 

「朗読会とヴァイオリン演奏」開催（洲本・ＹＯＲＩＳＯＩ米田家） 
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＜効果と成果＞ 

「地域で孤立する子どもやお母さんを支えたい」として蔵の子ども図書館「きぼうの図

書館」が昨年11月2日にオープン。 

 コロナ禍で人の接触が限定される中、「本」をツールにオンラインでも「つながる」

イベント「きぼうの木プロジェクト」を開催した。 

 

 現在、5名の地域ボランティアさんによって運営されています。 

 ・11月 2日  蔵の子ども図書館「きぼうの図書館」がオープン 

       （神戸新聞11月10日付けで記事掲載される） 

 

 ・1月～3月 「きぼうの木」プロジェクト 

       （神戸新聞 2021年3月9日付け記事掲載） 

 
 
 
＜収支決算書＞ 
 

（収入） 

項   目 金 額（円） 

地域づくり活動 NPO事業助成金 400,000 

自己資金 119,533 

合  計 519,533 

 

（支出） 

区分 項   目 金 額（円） 
左のうち助成対象

金額（円） 

直 

接 

経 

費 

人件費、謝金 100,950 100,950 

旅費交通費、車両費 129,924 129,924 

通信費（HP制作サポート） 55,000 55,000 

印刷製本費、広告宣伝費 64,423 64,423 

その他（賃貸料、郵送費等） 36,598 36,598 

小  計 386,895 386,895 

間接経費（一般管理費） 132,638 13,105 

合  計 519,533 400,000 

 


